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　1970 年代前半、当時の国鉄は、コンクリートの長大橋研究委員会を
組織し、高強度コンクリートの開発を行いました。関係する材料メーカー
も開発に参加し、筆者は膨張材入りの高強度コンクリート（高強度ケミ
カルプレストレス）の実験を行いました。
　この時は減水剤にナフタレン系の高性能減水剤を使用しましたが、大
きな減水率により蒸気養生下においてもすばらしい高強度コンクリート
が得られ、あの独特な減水剤の臭いとともに強烈な印象が脳裏に焼き付
いています。
　ナフタレン系減水剤は世界で初めて服部健一博士が発明（特公昭 41
－ 11737）し、プレストレストコンクリートパイルに実用化されました。
高強度コンクリートへの扉を開けた記念すべき減水剤であり、コンク
リートの硬化遅延や空気連行性が少なく、セメントへの添加量も従来の
リグニン系減水剤に比較して何倍も多く使用することが可能です。
　やはり 1970 年代に、ドイツでメラミン系高性能減水剤（メラミンス
ルホン酸Naホルマリン縮合物）が流動化コンクリート用として実用化
されました。日本では、この高性能減水剤は型枠面での気泡跡の発生が
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少ないことと、初期材令強度が高い利点を活かして、振動締固めによる
コンクリート製品の製造に多く用いられました。
　ナフタレン系減水剤やメラミン系減水剤は硬化遅延効果が小さいた
め、リグニン系減水剤の入ったベースコンクリートに流動化剤として後
添加しても凝結時間が遅くなることがなく使いやすい減水剤です。ただ
し､ 流動化後のスランプロスは大きいので、他の減水剤（高分子リグニ
ンスルホン酸塩、オキシカルボン酸塩）との混合タイプの流動化剤も実
用化されました。
　減水剤を後添加するコンクリートの特徴としては、同じ減水率を得る
ための減水剤の添加率が、コンクリートの練混ぜ時に添加する場合に必
要とされる減水剤の添加率と比較して、少なくすむ点です。これは、注
水後ある程度時間が経過したセメントに減水剤を添加しても、セメント
の表面は既にセメント初期水和物で覆われていて裸のカルシウムアルミ
ネート系鉱物が無くなり、吸着される減水剤の量が減るためと思われま
す。
　次に大きな減水剤技術の動きは、1988 年から建設省による総合技術
開発プロジェクト「鉄筋コンクリート造建築物の超軽量・超高層化技術
の開発」（New RC 総プロ）が実施されたことによります。この中で、




